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残暑お見舞い
申し上げます

会 長　藤原　雅人

安全・安心な肉用牛・肉豚・鶏卵の生産農場

岡山JA畜産グループ

残暑お見舞い申し上げます

新見市哲多町田淵１６２６番地の１
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　当協会は、畜産経営の安定的な発展と畜
産振興に寄与することを使命に、昭和30年
に社団法人岡山県畜産会として発足し、平
成15年には岡山県肉畜価格安定基金協会及
び岡山県家畜畜産物衛生指導協会と合併、
平成24年に一般社団法人岡山県畜産協会に
改組された畜産専門の指導機関です。
　今日の世界的な温暖化等による異常気象、
ウクライナ・ロシアでの戦争、トランプ米
大統領による強権的な関税政策（ディール）
など、先行き不透明な社会情勢の中、畜産
業においては、農山村地域の高齢化や人口
減少による担い手不足、輸入配合飼料や輸
入乾牧草、燃油・諸資材価格の上昇など生
産コストが増大し、物価高騰による消費量
の落ち込みもあり、再生産と持続的な経営
が可能となる所得の確保が困難な状況にあ
ります。
　このため、当協会としては、国、県をは
じめ、農畜産業振興機構や中央畜産会、地
方競馬全国協会の補助事業等に積極的に取
り組み、家族経営を中心とした畜産経営の
安定強化を図ってまいります。
　特に、自給飼料の増産支援、コントラク
ター組織の強化を支援するとともに、労働
負担軽減対策など効率的な生産体制を推
進、ワクチン接種や適切な飼養衛生管理指
導を通じて家畜伝染病や疾病による損耗防

止など、生産性の向上による収益性の向上
を一層進めてまいります。
　また、畜産経営の持続的な発展を図るた
めには、輸入原材料を使用した他の製造業
とも同様、生産コストに見合う価格への転
嫁、利益分配が不可欠であり、適正な価格
形成を後押しする環境が整えられるよう国
など行政機関、関係団体とも連携してまい
ります。
　畜産業は、国民生活に欠かせない食料の
安定供給はもとより、農山村地域の活性化、
環境維持にも不可欠であるという理念のも
と、関係の皆様と連携強化を図りつつ、畜
産の発展に全力で取り組んでまいりますの
で、ご支援とご協力をお願いいたします。

出身：岡山県倉敷市
年齢：66歳
資格：獣医師・総括畜産コンサルタント
趣味：里山散策・生き物観察
　　　秘湯巡り・飲み会

〔就任のご挨拶〕

一般社団法人　岡山県畜産協会
代表理事会長　中塚　陽二郞
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　本県における農業産出額は1,772億円（令
和５年）で、そのうち生乳は144億円、肉
用牛は110億円を占める重要な産業です。
　県内における乳用牛の飼養動向は、畜産
クラスター事業等の活用により農家の規模
拡大が進み、１戸あたりの頭数は増加して
いますが、生乳生産量は離農等の影響で減
少傾向となっています。（表１）

表１　県内における乳用牛の飼養動向等
飼養戸数 飼養頭数 生乳生産量
（戸） （頭） （t）

R4 207 16,800 81.2 113,870
R5 192 16,000 83.3 109,144
R6 181 15,400 85.1 106,744

（農林水産省統計）

１戸あたりの
飼養頭数（頭）

　また県内の肉用牛飼養農家戸数は、特に
20頭未満の小規模経営を中心に離農が進ん
でいます。（表２）

表２　県内における肉用牛の飼養戸数と頭数
飼養戸数 飼養頭数 繁殖雌牛
（戸） （頭） （頭）

R4 406 34,900 5,600
R5 378 35,100 5,470
R6 363 35,500 5,470

（農林水産省統計）

　飼料費等の高騰による生産コストの高止
まりなど、畜産を取り巻く情勢については
厳しい状況が続いています。酪農では飲用
乳価がこの８月から４円／ kg値上げされ
ますが、牛乳・乳製品の需要減少が懸念さ
れており、消費拡大が課題となっています。
肉用牛においても、畜産物消費の減退によ
る枝肉価格の低迷や和子牛価格の下落によ
り、生産基盤の弱体化が危惧される状況で
す。
　そのような中、このたび農林水産省から
「酪農及び肉用牛生産の近代化を図るため
の基本方針」が示されました。今後基本方
針に基づき、本県の酪農及び肉用牛生産の

目指すべき姿を描く、地域の実情に即した
県計画を策定します。
　県計画では、中長期的な酪農及び肉用牛
生産の発展を見据え、関係機関と連携して
生産性の向上等により畜産物の安定供給を
図るとともに、担い手育成、消費拡大等に
さらに力を入れて取り組んでまいります。
　ここでは今年度、県が実施している事業
や取組を紹介します。

Ⅰ　酪農振興事業施策
１　主な県事業
（1）持続的酪農支援事業【拡充】
　�　飼料等の価格高騰により新たな投資が
難しい状況にある中、生産性の維持を図
るため、施設・機器の整備、補改修や生
産性の向上に資する新技術の導入を支援
し、持続可能な酪農を推進します。
　内容：①施設・機器の整備・補改修
　　　　　�生産性向上、県産飼料の利用、

アニマルウェルフェアへ配慮し
た家畜の飼養管理向上のための
施設の補改修及び機器整備の取
組を支援

　　　　②�暑熱対策用の施設整備・資材購
入

　　　　　�暑熱対策に必要な施設の整備・
補改修、機械装置及び資材導入
を支援

　　　　③新技術の導入
　　　　　�簡易妊娠診断（PAG検査）の導

入支援
　　　　④研修会の開催　　　
　期間：令和５年度～７年度

（2）乳用牛群総合改良推進事業
　�　牛群検定及びゲノム検査の推進により

〔酪農・肉用牛施策〕

岡山県の酪農・肉用牛振興施策について
岡山県農林水産部畜産課
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乳用牛の改良に努め、低コストで高品質
な生乳生産による足腰の強い経営体の構
築を図ります。
　内容：①�牛群検定普及定着のための研修

会や農家指導、優良農家表彰等
の実施　

　　　　②�円滑な牛群検定の推進、AT法
の導入による牛群検定の効率的
な実施、ゲノム検査を活用した
効率的な牛群改良の推進

写真１　令和７年度岡山県乳用牛群検定審査受賞式
（令和７年６月23日　津山市内）

（3）「みんなの牧場へ」ステップアップ事業
　�　将来にわたって、公共育成牧場の機能
の維持・存続を図り、畜産農家の負担軽
減を推進します。また、公共育成牧場及
び県内の牧場が食育の場として地域貢献
することにより、畜産業の理解醸成を図
ります。
　内容：①�公共育成牧場機能強化のための

施設等の整備・改修、草地の整
備、衛生対策の向上等　

　　　　②�牧場体験等の実施に係る訪問者
用の衛生対策設備等の整備

 

写真２　育成牛舎の整備（令和６年度　高梁市内）
　

（4）�未来へつなげ！蒜山ジャージー酪農基
盤強化事業【新規】

　�　蒜山地域のジャージー酪農の持続的な
発展のため、酪農家が安心して生乳生産
できる基盤づくりとジャージー製品の出
口戦略への取組を支援します。
　内容：①�ゲノム検査の推進及び優良後継

牛確保
　　　　②ジャージー製品の販売強化
　期間：令和７年度～９年度

（5）衛生検査事業

写真３　乳汁検査

　�　関係機関が一体となり、衛生的な搾乳
手技や搾乳機器の管理等の指導を行い、
安全・安心な生乳の安定供給を図ります。
　内容：①県下全戸のバルク乳検査の実施
　　　　②�重点指導地区における搾乳立会

指導、牛舎内環境の改善指導、
乳房炎原因菌の同定等

　　　　③�地域検討会、農家ミーティング
の開催

２　消費拡大
　毎年６月の牛乳月間にあわせて、おかや
ま酪農業協同組合から贈呈された県産牛乳
や乳製品を有効活用した消費拡大キャン
ペーンをはじめ、岡山県畜産研究所に隣接
する「まきばの館」での消費拡大の啓発活
動などに取り組んでいます。　
　今後も11月１日に開催されるミルクフェ
ア2025をはじめ、国や乳業団体等が実施す
る取組に歩調を合わせ、牛乳が持つ健康・
機能面についてもPRしながら県産牛乳・
乳製品の消費拡大に努めます。
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写真４　県産牛乳等の贈呈
（令和７年６月６日　県庁内）

写真５　駅前での啓発活動
（令和７年６月６日　岡山駅）

 

写真６　おかやまミルクフェア2024
（令和６年11月９日　岡山市内）

３　支援体制
　平成20年から、おかやま酪農業協同組合、
岡山県農業共済組合、（一社）岡山県畜産
協会及び岡山県で構成する「岡山県酪農経
営支援チーム」では酪農家の経営向上を目
指し、様々な活動を行っています。今年度
の支援・指導方針では経営改善、生産性向
上と乳質改善、県産飼料の普及推進及び担
い手育成を重点取組項目とし、関係機関・
部署の連携強化及び認識の共有を図り、地
域チームでPDCAサイクルに沿った支援を
行います。
　また、事業を活用した暑熱対策の効果検
証や改善データの収集を行い、地域への普
及を図ります。

４　第16回全日本ホルスタイン共進会
◦主催
　　一般社団法人 ホルスタイン登録協会
◦開催期間
　　令和７年10月25日（土）～ 26日（日）
◦開催場所
　　北海道勇払郡安平町
　　北海道ホルスタイン共進会場

　乳牛のオリンピックとも称えられる全日
本ホルスタイン共進会の開催までいよいよ
３カ月を切りました。乳牛が健康で長持ち
するために必要な体型の改良度合いを比較
展示するために各都道府県を代表するホル
スタイン種371頭、ジャージー種32頭が一堂
に集まります。岡山県からはホルスタイン
種６頭、ジャージー種５頭が出品されます。
　県ではおかやま酪農業協同組合が主体と
なり、岡山県出品対策協議会で出品対策に
取り組んでいます。現在、地域推進班によ
る巡回を通して出品候補牛が選定されてお
り、最終選抜を９月26日（金）に開催され
る岡山県畜産共進会（乳用種牛の部）で実
施します。
　本共進会において、出品者の努力の結晶
ともいえる牛たちが素晴らしい成績を収め
ることができるよう、地域全体で応援し、
一緒に大会を盛り上げていきましょう。

写真７　全共ポスター
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Ⅱ　肉用牛振興事業施策
１　主な県事業
（1）肉用牛広域後代検定推進事業
　�　受精卵移植技術を活用し、優良牛群の
維持確保を図るとともに、後代検定によ
り精度の高い育種改良に取り組み、産肉
能力の高い種雄牛を作出します。
　内容：①�農家の優秀繁殖雌牛からの採卵

等
　　　　②�消費者ニーズに合った「おいし

い」和牛肉への改良
（2）伝統の「岡山和牛」再発見事業【拡充】
　�　岡山の血統を受け継ぐ、地域の特色あ
る繁殖雌牛の保留を推進します。
　内容：①�指定交配助成：１万円以内／頭

系統雌牛に県種雄牛を指定交配
で生まれた産子について助成し
ます。

　　　　②�雌牛保留助成：５万円以内／頭
系統雌牛の遺伝子を受け継ぐ岡
山県種雄牛産子の繁殖雌牛とし
て保留します。

　期間：令和７年度～９年度
（3）肉用牛生産条件特別整備事業
　内容：①規模拡大等支援
　　　　　�肉用牛農家が経営規模拡大を行

うために必要な施設機械等又は
遊休農地を活用し放牧により省
力的に繁殖牛を管理するための
施設等の整備を支援します。（補
助率１／３以内）

　　　　②新規就農者支援
　　　　　�和牛入門講座受講生（後述）等

の肉用牛繁殖経営を新たに開始
しようとする方に対し、繁殖雌
牛の導入や経営開始に必要な施
設、機械等の整備を支援します。
（補助率１／２以内）

写真８　牛舎整備（令和６年度　高梁市内）

 
 

写真９　放牧場資材（令和６年度　高梁市内）

　　　　③生産性向上対策
　　　　　�繁殖成績向上のために行う代謝

プロファイルテスト等の飼料管
理改善に必要な検査を支援しま
す。（補助率１／３以内）

　　　　　�岡山県農業共済組合等と連携し、
血液分析結果と現状の飼養環
境や飼料給与内容等から、総合
的に牛群の栄養状態を診断しま
す。その診断結果を踏まえ、改
善内容を検討します。
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（4）和牛担い手育成対策
　�　（一社）岡山県畜産協会主催の「和牛
入門講座」や「和牛未来塾」等を通じ、
新規参入者や後継者等、新たに和牛経営
を始める方を支援しています。受講生は
新規参入者から後継者まで幅広く、研修
をきっかけに交流も深まります。

２　支援体制
　和子牛の資質向上を図るため、平成20年
から、全農岡山県本部や農協、（一社）岡
山県畜産協会、県で構成する「岡山和牛子
牛資質向上対策協議会」では、肥育農家が
求める発育良好な子牛（四

よ つ ぼ し

ツ☆子牛）の生
産・増頭に向けた取組を行っています。四
ツ☆子牛の認定業務のほか、各地域部会で
は、農協や県民局、家畜保健衛生所等が中
心となり、指導農家を選出し、巡回指導等
を実施しています。子牛の哺育育成技術の
向上のほか、適正な繁殖管理により、分娩
間隔の短縮や元気な子牛づくりを推進して
います。

３　第13回全国和牛能力共進会北海道大会
◦主催
　　公益社団法人　全国和牛登録協会
◦開催期間
　　令和９年８月26日（木）～８月30日（月）
◦開催場所　北海道十勝地方
　　種牛の部  音更町　  肉牛の部  帯広市
◦大会テーマ
　　「�魅力発信　新しい力でつなぐ　和牛

の未来」
◦県スローガン
　　『晴れの和　笑顔の和　岡山和牛』
　岡山県の全共推進母体である第13回全共
岡山県出品対策協議会は、これまで受精卵
移植などによる出品候補牛作出に向けた取
組を行ってきましたが、現在の状況をご紹
介します。
　まず、肉牛の部は、６～８区からなる去
勢肥育成績を競う部で、県内11農家が取組

予定です。令和６年11月中旬から12月中旬
にかけて指定交配や受精卵移植を実施し、
約140頭（雌除く）の受胎が確認されており、
出生後は月１回の巡回で出品候補牛を選定
していきます。
　種牛の部は、１～６区からなる牛の発育、
均称、品位及び資質を競う部で令和７年２
月15日から、指定交配を中心とした出品候
補牛の作出が始まっています。
　特に、種牛性と産肉能力の両方を総合審
査する６区総合評価群には県種雄牛の「藤
初花」が出品牛として決まっています。発
育良好で体積に富むとともに、種牛性を備
えた岡山県らしい牛であり、産肉能力につ
いても高レベルでまとまっています。

写真10　藤初花

　また、特別区（高校及び農業大学校）で
は、瀬戸南高校及び新見高校の県内２校で
取組準備が進められています。
　北海道全共の開催まで、２年余りとなり、
８月下旬から肉牛の部の子牛が生まれてき
ます。畜産情勢が非常に厳しい中ですが、
県下全体で出品対策に取り組んでまいりま
すので、皆様には、候補牛作出に向けご協
力のほど、よろしくお願いいたします。
　万全の体制で北海道に出陣できるよう、
県下一丸となって取り組んでいきましょ
う！
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【酪農経営編】

はじめに
　近年、飼料費や資材費の高止まりが続く
一方で、乳価の値上げや副産物価格の回復
など、酪農経営における好転要素も見られ
るようになりました。それでは経営の実際
はどうなのか？県内の畜産農家にご協力い
ただき、定点観測を実施することで、経営
推移の実態を分析しましたので、その結果
を報告します。
　なお、本調査は青色申告決算データをも
とにしているため、育成牛の評価基準等、
経営体ごとに異なる点があることをお断り
します。

１．令和４年から令和６年の推移
（１）調査対象農家の概要
　県内の過半を占めるホルスタインの家族

　表２の経営概況の推移を見ると、令和４
年から令和６年にかけて頭数はほぼ横ばい
で、経産牛１頭当たりの産乳量は減少傾向
にあります。飼料作付面積については、積
極的に作付面積を増やす経営があった一
方、人手不足や高齢化等により飼料生産を
断念する経営もあり、平均としては作付面
積減となっています。
　また、生乳１kg当たりの乳代は、令和５

経営13戸について、令和４年から令和６年
の経営データをとりまとめています。
　飼養規模は、経産牛飼養頭数44.6頭で、
おか酪の令和７年２月現況調査の乳用牛１
戸当たり経産牛頭数平均44.4頭（大規模経
営の多い備南地区を除く）と同程度となっ
ています。
　また、（公社）中央畜産会の酪農経営類型
◦�草地/耕地依存型…�粗飼料DM自給率が

40%以上
◦�流通飼料依存型…�粗飼料DM自給率が

40%未満の経営
に基づき、本調査では、経産牛１頭当りの
飼料作付延べ面積が20ａ以上あれば、この
基準を満たしていると仮定し、20ａ以上の
農家を「飼料自給型」経営、20ａ未満の農
家を「購入飼料依存型」経営と分類してい
ます。（表１）

年より6.3円上がっていますが、経産牛１頭
当たりの所得では、令和５年比15%の減と
なっていました｡ 本調査を開始した令和２
年からでは、令和４年の113,753円/頭が最
も低く、底を脱したものと思われますが、
１頭当たり所得が20万円を超えていた令和
２～３年に比べると回復しきっていない状
況です。

〔特集〕

岡山県内酪農及び肉用牛繁殖経営の収益動向
一般社団法人　岡山県畜産協会　経営支援部

表１．調査農家の経産牛飼養頭数規模の分布（戸）
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　経営類型別に産乳量の分布を示したもの
が表３です。経産牛１頭当たり年間産乳量
は、ほぼ8,000㎏台～10,000㎏台に分布して
います。　

（２）乳量低下の要因分析
　ここで、表２で示した経産牛１頭当たり
の産乳量減少の要因を考えてみます。図１
を見ると、岡山県の平均気温は年々上昇し
ていることが分かります。特に７～９月は
牛が暑熱ストレスを感じ始める25℃以上を
超えており、暑熱の影響は大きいと思われ

気象庁観測データより作成

　平均乳量は購入飼料依存型経営が9,172
㎏であったのに対し、飼料自給型経営は
9,320kgでやや多くなっていました。

ます。
　図２の相対湿度を見ると、８月が下がっ
ており、令和５年より低く推移しています
が、温湿度指数（THI※）で見ると、どの
年も７～８月に危険域に入っており、特に
令和６年は80を超えている状況です。

表２．経営概況の推移

表３．経産牛１頭当たり年間産乳量の分布（戸）

図１．岡山県の日平均気温（夏期） 図２．岡山県の相対湿度（夏期）
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表４．岡山県の温湿度指数（THI）
※THI＝（0.8×気温+（相対湿度/100）×（気温−14.4））+46.4
　で計算。分類は以下のとおり
　　　　　72≧　弱いストレス
　　　　　80≧　中程度のストレス
　　　　　90≧　強いストレス

　続いて、繁殖成績の推移を牛群検定の帳
票から作成した表５を見ると、空胎日数が
年々延長しており、目標とされる100日よ
り長く、こちらも乳量に影響していると思
われます。

　また、分娩頭数は13 ヵ月分の合計のた
め多く見えますが、経産牛頭数との比で見
比べると低下しており、副産物収入の減に
も影響を及ぼしています。

表５．繁殖成績の推移（牛検13カ月平均より作成）

（３）所得の分布
　次に、経営類型別の所得について見てい
きます。表６では、令和６年は全体的に下
位層に移行している中、飼料自給型は、中・
高所得にとどまっています。

（４）収支動向
　令和６年のまとめとして、全体の収支状
況を費目ごとにみていきます（表７）。収
入は、各種緊急対策助成がなくなったこと
で令和６年の雑収入は令和５年比25.2％減
となりました。子牛価格は回復傾向にある
ものの、子牛・堆肥販売金額は5.6％減で

　また、令和５年は全て黒字になっていた
ものの、令和６年は１戸が赤字となってい
ます。 

した。そして、産乳量は減少したものの乳
価の値上げを受け、生乳販売金額が3.1％増
で、収入合計は0.5％、金額にして8,893円
減となりました。
　費用については、資材等経費が上昇して
いるものの飼料費が2.7％減となり、費用合
計は1.2％、金額にして17,054円増でした。

表６．経産牛１頭当たり所得の分布（戸）
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表７．経産牛１頭当り収支動向（円）

　結果、経産牛１頭当たりの所得は令和５
年から25,947円減り、15％減となりました。
　これは、令和４年の厳しい経営状況を受

け、県やおか酪等による助成があったこと
で、令和５年は経営が回復した結果とも言
えます。
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２．令和７年の経営環境
　次に、今年の経営環境について現時点の
データから見ていきます。
（１）収入要因
①乳価
�　令和６年は据え置きで、令和７年は８月
から飲用向け４円/kgの値上げが予定され
ており、生乳販売金額の増が予想されます。
②副産物価格
�　一般市の平均価格（図３）を見ると、全
体的に回復傾向にあるものの、令和６年の

ヌレ子価格は令和４年並とはなりませんで
した。その後も引き続き上昇傾向にあり、
令和７年のホル雌ヌレ子は平均10万円を超
えることも多くなっています。
　交雑ヌレ子の価格推移に関しては、夏頃
に価格が上がり、また下がるサイクルを繰
り返しており、８月以降は下降していくと
予想されます。とはいえ、ピークは過去３
年より高い価格となっており、令和７年平
均価格は令和６年を上回る値で着地するも
のと思われます。

図３．全農家畜市場（一般市）の副産物平均価格（税込）
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（２）費用要因
①飼料価格
　おか酪SPにおける飼料価格の推移デー
タによると、乾草は為替の上昇等により令
和４年11月をピークに高騰し、その後は下
落したものの、令和３年以前の水準までは
戻らず、以降は横ばいで推移しています。
配合飼料も、依然として高騰前までの価格
には戻っていない状況ですが、令和５年以
降、米国・南米産とうもろこしや大豆の豊
作により低下傾向が見られます。
　なお、配合飼料価格補填金は、令和５年
度第４四半期以降（令和６年１月～）発動
はありません。
②為替変動
　飼料価格への影響の大きい為替相場の変
動ですが、令和４年10月に米国の金利の上
昇等により急速な円安となりました。その
後も大きく変動し、令和７年７月現在は
148円/ドル台で推移しています。中東情勢
や米国の関税政策などの影響を受け、為替
相場は今後も上下変動を繰り返しつつ緩や
かな円高に向かうものと予測されていま
す。

３．酪農経営維持のために
　飼料価格は横ばい、または下落傾向にあ
り、補填は発動しにくい状況が続いていま
す。また、これまで経営を支えてきた緊急
対策的な助成金も縮小傾向にある中で、酪
農経営を維持していくには、乳価の値上げ
分で収入の確保を目指す必要があります。
　平均気温は年々上昇しており、暑熱対策
が重要課題となっています。繁殖成績も下
がっていることから、繁殖改善も含めた生
産性向上の取組が求められます。
　また、自給飼料生産への意欲はあるもの
の、労働力不足等により実施できていない
農家がいることも課題の一つです。
　令和６年の経産牛１頭当たり購入飼料費
は下がっていますが、抑制しすぎると生産
性にも影響するため、酪農経営支援チーム
をはじめ、関係機関が一体となって経費削
減と生産性向上を両立させるための支援を
推進していきたいと考えています。
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【肉用牛繁殖経営編】

はじめに
　肉用子牛価格は、平成24年度以降、繁殖
雌牛の減少による子牛生産頭数の減少や枝
肉価格の上昇に伴い高値で推移しました。
　しかし、令和２年２月以降、新型コロナ
ウイルス感染症による外食需要の低迷等に
より、枝肉価格が低迷していましたが、 令
和６年度後半よりやや回復傾向となり、そ
れに伴い子牛価格も令和７年度以降、上昇
傾向となっています。ただ、依然として飼
料費等については、高止まりとなってお
り、厳しい状況であることには変わりあり
ません。
　このような中、当協会では、経営支援は
もちろんのこと、今後の施策や支援方針に
つなげることを目的に、直近３年間の経営
データを収集・分析しましたので、その結
果を報告します。

　なお、「酪農経営」同様、青色申告決算
データをもとにしているため、育成牛の評
価基準等、経営体ごとに異なる点があるこ
とをお断りします。

１　調査対象経営
　本年度も３年間（令和４年、５年及び６
年）の決算データがすべて存在する10経営
（各年とも同一）について、分析可能な項
目を比較しました。
　表１のとおり、各経営の所在地は比較的
分散しており、飼養規模も異なる経営体と
なっています。なお、平均飼養頭数は令和
４年よりわずかながら減少傾向にあります
が、ほぼ横ばいで推移しています。

表１　成雌牛飼養頭数の分布（単位：戸）

２　繁殖経営における収益性
　表２のとおり、成雌牛１頭当たりの所得
は、令和６年が74千円で、前年比264%と
なりました。
　経費のうち、全体の４割以上を占める飼
料費は261千円で、前年比91％と減少して
います。この背景として、令和４年に、ウ
クライナ情勢を受けシカゴ相場が上昇した
こと等を背景に、配合飼料価格が高騰しま

したが、令和５年以降は、主産国である米
国及びブラジルにおけるとうもろこしの豊
作等により原料の国際価格が下落したこと
や為替の変動などを反映して、概ね低下傾
向で推移している状況があります（農林水
産省「飼料をめぐる情勢」より引用）。そ
の他経費は横ばいか、やや増加しています
が、経費全体に占める割合が大きい飼料費
の減少により、経費合計は575千円で前年
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比97％となりました。
　一方、収入は、成雌牛１頭当たりの子牛
販売金額が446千円で前年比95％となって
おり、昨年同様、消費の減退が引き起こす
枝肉価格の低迷による購買意欲の低下が主
たる要因です。

　しかし、雑収入は、国（子牛補給金等）
や県から補助金の交付があり、子牛価格
の低下を補う前年比136％となっています。
結果、収入金額合計は649千円で、令和４
年と同じレベルになっています。

表２　概要及び収支動向等

上記記載の補助金　内容
◦肉用子牛生産者補給金制度　　　　　◦優良繁殖雌牛更新加速化事業
◦和子牛生産者臨時経営支援事業　　　◦優良和子牛生産推進緊急支援事業
◦岡山県和子牛生産者臨時経営支援事業



15

３　作付面積と飼料費及び所得の関係 　図１では、作付面積と飼料費の関係を示
しています。飼料費が400千円以上の経営
体は、購入飼料主体となっており、成雌牛
１頭当たりの作付面積が大きいほど、購入
飼料費が少ないことが伺われます。
　図２では、作付面積と所得の関係を示し
ています。上記の要因が大きく影響するた
め、作付面積が大きい経営ほど、所得が大
きい傾向にありますが、自給飼料の作付面
積の確保が必ずしも所得上昇に連動してい
ないこともわかります。
　まず、自給飼料がないにもかかわらず所
得が大きい経営は、購入飼料費に係る経費
を上回る販売収入を得ており、血統や繁殖
管理、育成技術などに圧倒的な強みを持っ
ています。
　一方、作付面積は大きいが所得がマイナ
スの経営は、購入飼料費は少ないものの、
子牛１頭当たりの販売価格が小さいことが
大きな要因となっています。
　自給飼料を確保することは、購入飼料費
の削減には大いに有効ですが、初期投資が
大きく、土地の確保や労働負担、繁殖管理
や疾病予防が手薄になりやすいなど課題も
多いため、経営負担のバランスを考慮する
必要があります。

表３　成雌牛１頭当たり販売頭数の分布（単位：戸）

図１　作付面積と飼料費の関係

図２　作付面積と所得の関係
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４　�成雌牛１頭当たりの子牛販売頭数と分
娩間隔

　表３のとおり、１経営当たりの子牛販売
頭数は令和４年よりやや増加しているもの
の、令和５年と比較し、わずかに減少して
います。　
　ただ、平均飼養頭数が減少していること
から、成雌牛１頭当たりの販売頭数は増加
傾向となっています。
　また、図３に示している分娩間隔では、
370日以上380日未満の経営体がある一方、
470日以上の経営が２戸あり、所得も低く
なっています。１年１産を達成するための
技術分析と課題解決の支援が必要と考えら
れます。
　なお、分娩間隔は、令和６年に分娩した
成雌牛の平均値であり、長期不受胎等で分
娩がない場合は含まれないことや、出荷頭
数は前年の成績が影響するなど注意が必要
です。

５　所得比較
　表４は、所得上位３位（以下「ア」とす
る）までと所得下位３位（以下「イ」とす
る）までの経営体について比較です。
　成雌牛１頭当たりの所得額は、「ア」が
177千円、「イ」が－67千円で、244千円の
差となっています。
　同経費については、「ア」が545千円、「イ」
が685千円で、140千円の差があります。う
ち飼料費は、「ア」が258千円、「イ」が343
千円で、85千円の差があります。飼料費に

ついては、作付面積が多くなくても低く抑
えられている経営もあり、メリハリのある
適切な飼料給与、無駄のない飼養管理を行
うことによって削減は可能であると考えて
います。
　分娩間隔は「ア」が404.1日、「イ」が
432.4日で、その差は28.3日となっており、
子牛出荷までの経費が増加することとなり
ます。また、年間販売頭数の減少により経
営悪化の要因となります。
　加えて、子牛の発育が遅れることによる
育成期間の延長も収益性の低下の一要因と
考えられます。図４のとおり、一日当たり
の増体重（以下、「日増体重」という）が
大きいほど販売価格も高くなり、子牛市場
における購買基準としても日増体重は重視
されるため、子牛の管理には細心の注意が
必要です。
　同収入のうち子牛販売金額については、
「ア」は520千円、「イ」は457千円となり、
１頭当たり63千円高値で取引されていま
す。本県の推奨子牛である「おかやま四
ツ☆子牛」の認定率においても、「ア」は
41.1％、「イ」は19.0％となっており、良い
子牛作りは価格に反映される傾向にあるこ
とが伺われます。
　一方、日増体重が大きく、四ツ☆子牛と
して認定されても販売価格に反映されない
事例もあることから、次の段階として優良
成雌牛群の整備などが必要となってきま
す。

図３　分娩間隔の分布

図４　日増体重と販売価格
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６　収支予測
　表５に令和７年の子牛市場価格を踏ま
え、令和７年における経営収支を試算しま
した。
　Ｒ７①は、年間の市場平均価格が令和
７年１～６月期相当の612千円とした場
合、令和６年全農総合家畜市場平均価格比
（611,690円÷509,099円×100≒120.15%）を
子牛１頭当り販売価格へ反映させ（539,718

円×120.15%＝648,479）、これに過去３年間
における成雌牛１頭当たりの販売頭数の平
均値を乗じたところ、成雌牛１当たりの子
牛販売価格は525千円となります。また同
雑収入は、子牛補給金などが発動されない
と考えられ、その他補助金収入の過去３年
間平均より99千円と想定したところ、収入
金額合計は675千円と予測されます。
　一方、同経費合計は、備考に記載の内容

表４　経営比較
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で想定したところ579千円となり、同所得
は96千円と厳しい状況には変わりありませ
んが、令和６年より上昇することが予測さ
れます。
　また、Ｒ７②は、調査対象経営とは異な

り、子牛１頭当たりの販売価格が市場平均
価格とした場合ですが、成雌牛１頭当たり
の所得が55千円となり、経営継続は極めて
困難な状況が予測されます。

表５　収支予測と規模別総所得
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７　肉用牛繁殖経営を維持するために
　令和２年10月以降、飼料価格やその他資
材の高騰、その後の高止まりに圧迫された
経営状態で迎えた令和５年は、さらなる子
牛価格の下落により、成雌牛１頭当たりの
所得は51千円（補助金補正後）と厳しい状
況となっていました。令和６年においても、
所得はあがりましたが、子牛１頭当り販売
価格は下がっており、厳しい状況であるこ
とには変わりありません。
　ただ、このような状況においても、分娩
間隔の短縮や事故の低減、子牛の資質向上
を継続的に取り組んできた経営は、足腰が
強く、一定の所得を確保しています。
　経費において、大きな割合を占める飼料
費の削減は、経営を安定させるためには、
最重要課題といえます。自給飼料率の向上
や県産粗飼料の活用による低コスト化は、
必須項目です。県産粗飼料の活用について
は、個別での取り組みというよりも、業種
を超え、耕種農家とも連携し、地域での

取り組みが必要です。ここには、関係機関
の支援が不可欠になるのではないでしょう
か。
　一方、収入においては、「良い子牛をい
かに多く販売するか」が重要です。
　当県には、「岡山和牛子牛資質向上対策
協議会」が設置されています。それぞれの
地域部会による巡回指導により「おかやま
四ツ☆子牛」の認定率も上昇し、効果的な
取り組みとなっています。今後も巡回指導
を通じて、それぞれの農家の課題にあった
哺育育成技術の向上と適正な飼育管理の指
導、さらに、育種価やゲノミック評価を活
用した優良成雌牛群の整備も必要と考えま
す。
　それぞれの専門性を活かし、関係機関が
一丸となって、この難局に向き合い、各種
対策に真摯に取り組んでいくことは言うま
でもありません。
　今一度、基本に立ち返り、できることか
ら始めてみませんか。
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【はじめに】
　近年、35℃以上の猛暑日の日数が増加し
ており、日最低気温が25℃以上の熱帯夜も
多い状況です。
　ホルスタイン種の適温域は０～20℃と
言われています。特に乳量が多い高能力牛
は基礎代謝量が多く、暑熱の影響を受けや
すいため、夏季の牛舎環境は厳しいものと
なっています。
　今回は、夏季に繁殖成績を落とさないた
めに当所で取り組んでいる暑熱対策を紹介
します。

【対策１　栄養管理】
　搾乳牛の繁殖成績は栄養状態に左右され
るため、当所では暑熱下に食欲を落とさせ
ない栄養管理を意識し、３月から梅雨入り
まで炭酸カルシウムを増給しています。カ
ルシウムは筋肉や消化管の動きを左右する
重要なミネラルであることから、夏本番を
迎える前にしっかりと胃腸のコンディショ
ンを整えるよう心がけています。
　他にもPMRの二次発酵による食欲低下
を防ぐために、給与回数を朝夕２回から１
回増やして朝、昼、夕の３回に分けて行っ
ています。

【対策２　畜舎環境整備】
　牛舎には送風機と細霧装置を設置し牛舎
温度の上昇を抑えるようにしています。
　送風機にホコリがついていると風速が弱
まるため、毎年４月ごろに清掃を行い、夏

に備えています。清掃実施の前後で風量を
比較すると、清掃前は2.3～ 3.1ｍ/秒、清
掃後は2.9～3.4ｍ/秒で約17％改善されまし
た。
　細霧装置は夏前に試運転を行い、詰まっ
たノズルがあれば洗浄を行っています。
　牛舎内にはヒートストレスメーターを
設置し、牛舎内温度20℃以上で送風機を回
し、湿度が低い日は細霧装置を併用してい
ます。
　また牛舎の西側にはゴーヤを植えて緑の
カーテンを作り、西日が直接牛舎に入らな
いようにしています（写真１）。
　今年度は牛舎の屋根にドロマイト石灰を
散布し、屋根裏温度の上昇を抑える対策も
行っています。

写真１　緑のカーテン

〔技術のページ〕

乳牛の暑熱対策
～夏季の繁殖成績を落とさないために～

岡山県農林水産総合センター畜産研究所　酪農研究グループ
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【対策３　飲水量の確保】
　搾乳牛の１日あたりの飲水量は乳量のお
よそ３倍であり、夏季はさらに飲水量が増
加します。
　牛が清潔な水を飲めるよう、１日２回は
水槽を清掃し、水槽内の汚れを防ぐことを
心がけています。

【対策４　乳温による個体管理】
　搾乳ロボットでは乳温が確認でき、それ
により牛の体温を知ることができます。
　夏季は朝一番に乳温データのチェックを
行い、乳温が高い個体は優先的に毛刈りを
行い、定期的に牛体を洗浄する等してリフ
レッシュさせています。
　乳温は気温の上昇とともに夏季に高くな
ります（図１）。３月や４月からすでに乳
温が39℃を超える個体もいるため、春から
暑熱対策を行う必要があります。

図１　月ごとの乳温の推移

【対策５　受精卵移植の積極的な活用】
　当所ではホルスタイン種と黒毛和種から
毎月採卵を実施しています。特に夏季は新
鮮卵での受精卵移植を積極的に活用し、受
胎率の向上を目指しています。
　搾乳牛は暑熱ストレスを受け始めると、
反芻時間の低下や採食量の減少が見られる
個体が散見されます（図２）。採食量の減

少によって搾乳牛がエネルギー不足に陥る
と卵子の発育にも影響が出てきます。卵子
は排卵されるまでに２～３か月かかること
から、８月に暑熱ストレスの影響を大きく
受けた場合は10月～ 11月に排卵される卵
子の質に影響します。そのため、涼しくな
る秋頃まで受精卵移植を積極的に活用して
います。

図２　月ごとの反芻時間の推移

【対策６　残暑対策】
　過酷な時期を乗り越えて秋になると搾乳
牛の採食量は増えてきて乳量が増加してき
ます。このタイミングでも炭酸カルシウム
の増給を行い、潜在性低カルシウム血症の
予防とともに、夏季の採食量の減少により
エネルギー不足となった体と弱った胃腸を
早く回復できるようにしています。

【最後に】
　当所での様々な暑熱対策について紹介し
てきましたが、基本的な取り組みを適切な
タイミングで正しく実施することで繁殖成
績の向上だけでなく、乳量の増加や乳成分
の改善といった様々な結果を畜主に返して
くれます。
　今年も厳しい暑さが続いていますが、頑
張って一緒に乗り越えていきましょう！
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　今年の中国地方は、平年より22日、昨年
より24日早い梅雨明けとなり、長い夏とな
りました。備中県民局畜産第一班から管内
酪農家のジェラート店とチーズ工房をご紹
介しますので、夏の疲れを癒しにぜひお出
かけください。

徳山牧場アイス工房
　所在地：井原市美星町西水砂45-1
　HP：https://www.tokuyama-boku.jp
　管内で一番早く、平成21年４月に井原市
美星町にある星の郷青空市 美星産直プラザ
で開店されました。
　イチ押しのジェラートを
伺うと『ミルク』と即答さ
れました。
　徳山牧場は、ロボット搾
乳による省力化で生まれた
時間を自給飼料生産に活
用し、農薬や化成肥料を使わない牧草生産
に加え、昨年からは耕種農家と連携して稲
WCSや飼料用麦の収穫と利用に取り組ま
れています。
　また、配合飼料の約半分も飼料用米やおか
らなどの地域資源で置き換えられています。
　お店を訪問した５月には美星町産晴苺の
ジェラートが並んでおり、旬に合わせて美
星町産の桃、ぶどう、栗のジェラートも作
られるそうです。

シーサイドファームなんば牧場アイス屋さん
　所在地：岡山県倉敷市下津井5-2388-11
　インスタグラム：@nambabokujyou_ice
　平成31年１月に牧場に隣接した瀬戸内海
を見渡せる高台に開店されました。

　瀬戸内海を見て育った牛
から夜に搾った新鮮な生乳
をすぐに加工されています。
　イチ押しは『ミルク』と、
ここでしか味わえないジェラートで下津井
にある名曲喫茶 時の回廊のコーヒー豆を
練りこんだ『コーヒー』です。この他にも�
『下津井の塩』、『倉敷はっか』など地元食
材を使ったジェラートや岡山県立倉敷鷲羽
高等学校と共同で商品開発したジェラート
も作られています。
　また、ゴールデンウィークと夏休みに期
間限定で販売されるソフトクリームは、な
めらかな口当たりで、ジェラートとはまた
違うおいしさです。
　今年から、畜産関係者におなじみの田倉
牛神社の売店でもカップジェラートを販売
されています。

〔県民局だより〕

酪農家の手がけるジェラート・チーズを
食べに行こう！

岡山県備中県民局畜産第一班
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ジェラテリアLuho
　所在地：笠岡市拓海町161-3
　インスタグラム：@gelato_luho
　令和５年11月、株式会社Farm Luckyhon
の吉本さん夫妻が消費者の声を直接聞きた
い、牛乳に良いイメージを作りたいという
思いから、笠岡湾干拓地に隣接する住宅街
でジェラート店を開店されました。

　イチ押しの『ミルク』は、
ホルスタイン種だけでなく
ジャージー牛の生乳から作ら
れる日もあるということで、どちらがお店
に並んでいるかは訪れてみてのお楽しみで
す。メニューの考案は妻の裕香さんが担当
されており、その日のラインナップは、『ミ
ルク』、『チョコ』、『いちご』を基本に日替
わりになっています。
　株式会社Farm Luckyhonは、ソルゴーと
イタリアンライグラスを生産され、現在、搾
乳牛の約80％の粗飼料は自給しており、今
年中には100%にされる
ということで、今後の
味の変化が楽しみです。
　店内には、吉本さん
が育てた愛牛の写真も
飾られています。

倉敷チーズ工房ハルパル
　所在地：倉敷市玉島陶5423-11
　インスタグラム：@kurashiki.cheese

　三宅牧場に隣接して、令和３年５月に娘
の春香さんがチーズ工房を開店されました。
　三宅牧場は、中国生乳販売農業協同組合
連合会の中国地区良質生乳出荷者表彰で優
良賞を複数回受賞されています。その生乳
を原料に週３～５回、お客様からの注文を
受けてチーズを生産されています。
　イチ押しで一番人気の
チーズはフロマージュ・
ブランで、食べると牛乳�
の風味が口の中に広がる
フレッシュなおしいさで、
フロマジェジャパン2024第１回アルティザ
ンチーズアワードで優秀賞を受賞しました。
　また、燻製スカモルツァ（モッツァレラ
を数日風乾させて桜チップで燻製）は、ジャ
パンチーズアワード2024パスタフィラータ／
バラエティ部門で最優秀部門賞を受賞し、
本年11月にスイスベルンで開催されるワー
ルドチーズアワードに出品予定です。
　工房に併設されて
いるお店は牛グッズ
などでかわいく飾ら
れており、予約商品
をお渡しするスペー
スとなっています。この他、オンライン
ショップや取扱店（産直市場ぼっけぇ～き
て屋、おかやまコープ東川原店、大福店、
大野辻店、倉敷フルーツヴィレッジ）でも
販売されています。また、イベントへも出
店されますので、出店情報はインスタグラ
ムでぜひチェックしてください。

おわりに
　消費者が小売店などで入手できる牛乳
は、合乳がほとんどで、酪農家ごとの牛乳
の味を味わえる機会は少ないのが現状
です。
　酪農家の皆さんが作られるジェラートや
チーズは、牧場ごとの味の違いを感じられ
る貴重な商品です。
　また、季節ごとに牛乳の味も一緒に使う
食材も変化していきますので、年間を通
して、その時にしかない味を楽しんでくだ
さい。
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　皆様こんにちは。備中家畜診療所備北出
張所の新里実子と申します。獣医師になっ
てから三年半程経ち、もうフレッシュでは
ないかもしれませんが、この場をお借りし
て自己紹介させていただきます。
　私は愛知県で生まれ育ち、大学は北海道
で、就職で岡山に来ました。北海道の冬の
寒さと本州と同じくらいの夏の暑さなどの
気候の厳しさに耐えかね、就職は暖かいと
ころでしようと思い岡山に来ました。大学
時代は微生物に興味があったものの研究は
肌に合わず、研究室で生産動物を扱ってい
たこともあり、自然と産業動物獣医師にな
りました。研究室時代は研究室の垣根を越
えて、他の研究室の診療に随行したり、手
術見学や解剖など好奇心の赴くままに見た
いもの、やりたいことが叶う環境で、今思
えばとても恵まれていました。
　入社してから一年目はとにかく道を覚え
るのに精いっぱいでした。ペーパードライ
バーだったため、診療よりも運転のほうが
怖く、山道で迷ったり、住宅街で迷ったり
していました。現在いる備北出張所で担当
させていただいているエリアは３年目とい
うこともあり、我が庭ぐらい熟知しており
ます。
　さて、堅い話はさておき、私の宝物につ
いてお話させてください。私の宝物、それ
は二匹の猫です。グレーに斑点模様の猫が
おもち（推定二歳、避妊雌）、黒猫があず
き（一歳、避妊雌）です。どちらも拾って
きた猫ですが、偶然にも地元が隣でした。
おもちは美咲町のとある牧場で私に一目
惚れされ、あずきは久米南町で保護され家
に来ました。おもちは人格者であずきが家
に来たばかりの頃は、ちょこまかとじゃれ
あってくるあずきを受け入れ、あずきが避

妊手術後ぐったりしているときは、ごはん
を残し、遠くから見守り、よくできた猫だ
なと思っていました。あずきはやんちゃで
一匹でロフトの梯子を登ったり、おもちゃ
を投げさせて取りに行ったり、騒がしい猫
です。人格者でおしとやかなおもちとやん
ちゃなあずきですが、とても仲が良く猫同
士でくっついて毛繕いしあっているのをよ
く見かけます。ちなみに二匹ともふわふわ
もちもちの手触りの良い毛並みです。
　おもちが一匹の時もとても可愛いと思っ
ており、癒されてましたが猫が二匹いると
相乗効果で可愛く、見ていて飽きないし、
可愛いし癒されます。この二匹を養うため
に頑張ろうと思えてきます。

写真左があずき、右がおもちです
親バカですが二匹とも美人ですよね。

　最後になりますが、私の駄文をお読みい
ただきありがとうございました。獣医師と
なり三年半たちましたが、まだまだ未熟で
失敗することも多く、自分を情けなく思う
日も多いですが、牛と皆様のお役に立てる
よう研鑽を積んでいきます。

〔共済フレッシュさん〕

獣医師になって三年終えて
備中家畜診療所備北出張所　新里　実子
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１．伍協牧場の歴史
　農事組合法人伍協牧場は、昭和48年に５
戸の農家で飼養頭数約300頭で立ち上げま
した。その後、平成18年には離農した畜産
農家の牧場を買い取り、第２農場として運
営を開始。随時肥育牛の増頭を実施し、飼
養頭数は830頭に拡大しました。さらに平
成26年に大きな転機が訪れます。勝英農業
協同組合（現・晴れの国岡山農業協同組合）
の和牛繁殖施設および肥育施設を借り受
け、それぞれ繁殖センター、第３農場とし
て運営を開始。繁殖部門に参入し、一貫経
営に移行しました。
　現在は３戸の農家で肥育牛約1,000頭、子
牛約220頭、繁殖牛約280頭を20名で飼育し
ています。
　伍協牧場の最大の特徴は、組合員３農家
（㈱國富、花房芳視、㈱OriginalQuchi）の
協業経営です。各農家はそれぞれ独立した
農場経営をおこなっており、蓄積された
データや飼養技術を共有して伍協牧場の運
営に生かしています。

２．肥育部門の取り組み
　高品質な牛肉を生産するため、個体ごと
の健康管理を日々徹底しています。肥育和
牛全頭の血液検査を実施し、その結果を
飼養管理の改善に活かしています。また、
U-motionを用いた24時間動態観察により得
られるデータを活用し、疾病の予防的措置
も実施しています。

３．繁殖部門の取り組み
　発情発見には「牛歩」、分娩監視には
「牛温恵」、牛群管理には「Farm note」な
どのICTツールを活用して、分娩事故の
軽減や分娩間隔の短縮に努めています。
　また、年１回の代謝プロファイルテストを�
通じて、飼料メーカー、獣医師、家畜保健所
と共に現場で牛を観察し、検討会を実施す
ることで繁殖成績の向上を図っています。
　さらに採卵にも積極的に取り組み、自

家F 1 牛の借り腹や地域の酪農家へ受精卵
移植実施。「母子同居牛群管理」によって、
省力化と哺育増体の改善を進めています。

４．なぎビーフの取り組み
　勝英地域では「なぎビーフ」のブランド化
に取り組んでおり、専用配合飼料に加え、仕
上げ期に地元特産の黒大豆（作州黒）のきな
粉を給与することで差別化を図っています。
　伍協牧場は、なぎビーフ全体の７割を出
荷しており、ブランド化推進の中核を担っ
ています。近年は輸出にも力を入れており、
EU・カナダ・シンガポール・タイなどへの
輸出実績があります。

５．耕畜連携の取り組み
　伍協牧場では、稲ホールクロップサイ
レージ（稲WCS）を肥育牛に給与する取
り組みを早期から実施しています。奈義
町と津山市産の稲WCSを積極的に購入し、
地域の水田で生産された飼料を活用してい
ます。
　また、牧場で生産された良質な堆肥を
地域の耕種農家へ供給しています。特に
稲WCSを生産した水田への還元を通じて、
地域内での資源循環を実現しています。袋
詰めされた堆肥は直接販売の他、ホームセ
ンターなどでも広く販売しています。

６．消費者との交流
　昭和60年より“おかやまコープ”と連携
し、産直事業に取り組んでいます。生協組
合員や消費者の牧場見学を積極的に受け入
れ、交流を深めながら生産現場の情報を発
信しています。

７．今後の取り組み
　現在、伍協牧場ではJGAP認証取得に向
けた取り組みを進めています。消費者や取
引先の信頼を確保するためだけでなく、持
続可能な農業経営を実現するため、従業員
一丸となって取り組んでいきます。

〔畜産現場の声〕

一貫経営で挑む持続可能な牛づくりの道
農事組合法人伍協牧場
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残暑お見舞い申し上げます

〒708-0841　津山市川崎86-1
TEL 0868-26-1180　FAX 0868-26-6836

畜産機械器具、資材取扱
残暑お見舞い申し上げます

代表取締役　柿 本 平 三

檜尾　康知

残暑お見舞い申し上げます
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会長  中村　金一
役職員一同

残暑お見舞い申しあげます

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます

会長理事  三 宅 雅 之
〒７００－０８２６　岡山市北区磨屋町９番１８の４０１号（岡山県農業会館）
ＴＥＬ（０８６）２２２－３２１８　　ＦＡＸ（０８６）２２６－３４４３

農家のための優良保証機関
岡山県農業信用基金協会

理事長  坂本　修三
役職員一同

〒７００－０９７３　岡山市北区下中野３５０－１０３
ＴＥＬ（０８６）２４１－４７３３　　ＦＡＸ（０８６）２４１－４７２２

（一社）岡山県配合飼料価格安定基金協会

会長  狩谷 和宏
　　　会員一同

岡山県家畜人工授精師協会

公益社団法人 岡山県獣医師会

〒700-0973　岡山市北区下中野350̶103
TEL （086）243－1879 FAX （086）241－8543 http://www.oka-vet.or.jp/

畜産経営の安定に寄与する

暑い夏が過ぎれば、受胎率向上のチャンスです！
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残暑お見舞い申し上げます

岡 山 県 孵 卵 協 会
会長　山　上　祐一郎

残暑お見舞い申し上げます

役　員　一　同
会長　安　原　健　二

残暑お見舞い申し上げます

岡山県養豚振興協会
会長  梶田 謙二

事務局　岡山市北区磨屋町９－１８　岡山県農業会館
　　　　（一社）岡山県畜産協会内　（０８６）２３４－５９８１

残暑お見舞い申し上げます
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くみあいミッシュB
残暑お見舞い申し上げます

ビタミンB群サプリメント
くみあいミッシュBとは・・・

生体の代謝活動に関与するビタミンB群をメインとしたサプリメントです。
ビタミンB群はエネルギー反応系で補酵素的に働くため、暑熱ストレス
を緩和します。その中でもくみあいミッシュBには、肝機能強化に有効な
パントテン酸を多く含んでいます。

パントテン酸（ビタミンB5）について
パントテン酸は生体内で補酵素に変換され、糖質・脂質・蛋白質の
代謝を回し、エネルギーをつくりだす補助をする働きがあります。
脂質代謝を改善し、肝臓への脂肪の大量蓄積（脂肪肝）を防止
する働きがあると言われています。

給与方法
・肥育牛
夏場の食いどまり対策として、食いが落ちてきた牛に
１頭あたり50～100ｇ給与
・乳牛、繁殖牛
分娩後の食欲低下やケトーシス予防として
１日１頭あたり100ｇ／分娩後30日間

通常品
10kg紙袋

西日本事業本部

生産性向上のため、
ぜひご活用ください。
お問い合わせはお近くの
JA,くみあい飼料まで︕

3Vol.60 No.000

８８

お問合せ：（公社）中央畜産会　経営支援部（情報）　TEL03-6206-0846

畜産現場の“今”を30分の番組にしました！
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください！

 ： 容内の中信配

◀スマートフォンからはこちら
▼パソコンからはこちらで検索

がんばる畜産

（公社）中央畜産会からのお知らせ

総集編 思いが繋ぐ畜産の未来／明る
い未来へ向けて畜産DXの取り組み／
乳用牛改良の取り組み／地域ぐるみ
で国産飼料生産！　ほか



30

残暑お見舞い申し上げます

腐植・フルボ酸で
畜産のあらゆる課題を解決！
腐植土とは

落葉樹の落ち葉と有機物と無機物が約8,000年もの間地中に埋蔵
され、発酵と熟成を繰り返して生成されました。フミン酸、フル
ボ酸、天然ミネラル、アミノ酸、ビタミン、有用菌などを豊富に
含むユニークな土壌です。フミン酸、フルボ酸の化学構造や種々
の性質は未解明な部分も多い神秘的な物質です。 ▲ 腐植ペレット

▼ 腐植粉剤

排水処理
浄化促進･悪臭防除･汚泥改質

補助飼料
発育促進･飼料節約･疾病防止

堆肥
無臭化･発酵促進･土壌改良

飲水改善
水質改善･発育促進･疾病防止

〒143-0016  東京都大田区大森北2-3-16 第一かぎわだビル4F
TEL : 03-5493-2771 FAX : 03-5493-2776 MAIL :info@enzyme.co.jp
担当：末吉（090-5704-0011)
HP : https://www.enzyme.co.jp/
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残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます

〒701-1521 岡山県岡山市北区日近726

Tel.086-295-9230　Fax.086-295-9240

Email : jyuchiku-info@po.oninet.ne.jp
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生乳集荷の「安全・安心」な輸送業務に取り組んでおります。
株式会社　きびじ酪農運輸　　代表取締役　笹野　英明

０９７８－３９）６６８０（LET　１－０７田門市社総　６５１１－９１７〒　　　社　　　本
阿曽事務所　　　〒７１９－１１０３   総社市西阿曽前田１９３－４

１０３８－９９）６６８０（XAF　　００３８－９９）６６８０（LET　　　　　　　　

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます
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人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
 TEL 0532-34-3821 FAX 0532-33-3611 

・北海道支店 
 札幌 
 
・東日本支店 
 前橋、松本、旭、茨城、栃木、東京 
 大宮、宮城、福島 
 
・中日本支店 
 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 

本 社 

営業所 

東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 

人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
 TEL 0532-34-3821 FAX 0532-33-3611 

・北海道支店 
 札幌 
 
・東日本支店 
 前橋、松本、旭、茨城、栃木、東京 
 大宮、宮城、福島 
 
・中日本支店 
 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 

本 社 

営業所 

東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 

人と動物の健やかな共生環境づくりに貢献します 

〒441-8021  
 愛知県豊橋市白河町100番地 
 TEL 0532-34-3821 FAX 0532-33-3611 

・北海道支店 
 札幌 
 
・東日本支店 
 前橋、松本、旭、茨城、栃木、東京 
 大宮、宮城、福島 
 
・中日本支店 
 豊橋、安城、浜松、沼津、岐阜、名古屋 
 
・西日本支店 
 広島、山口、米子、岡山、大阪、京都 

https://www.asco.sala.jp 

本 社 

営業所 

東京本社 

〒103-0027 
 東京都中央区日本橋1丁目16番地3号 
 日本橋木村ビル7階 
 TEL 03-6225-5790 FAX 03-6225-5791 

残暑お見舞い申し上げます

残暑お見舞い申し上げます
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地方競馬の収益金の一部は国内の畜産振興に役立てられています。

高 知 競 馬 開 催 案 内（2025）

発行人　中塚陽二郞　　　編集人　藤原裕士  
発行所　一般社団法人  岡山県畜産協会
〒７００－０８２６  岡山市北区磨屋町９－１８  岡山県農業会館５階
TEL０８６－２２１－０５１１　　FAX ０８６－２３４－６０３１
印刷所  　ノーイン株式会社

岡山畜産便り　８月号（夏季号）
第７６巻　第５号（通巻７１８号）
令和７年８月２９日発行
定価２５０円（消費税・送料含）

1年ぶりに穂高連峰を縦走してきた。今回は最も険しいルート
で、体力も技術も精神力も、すべてを試される時間だった。重
い荷を背負い、岩場を踏みしめ、風と光と霧の変化に抗いな
がら進む道は、まさに自分自身との対話であり、自然とのささや
かな語らいでもあった。登頂と下山の間に押し寄せる疲労感
は、単なる肉体の限界を超え、思考や感覚の境界を揺らし続
けた。雲間から差す光、遥か彼方に沈む夕陽、そして心の奥
で静かに湧き上がる感謝の念。この山行で得たものは、単な
る達成感ではない。日常の平凡さの尊さ。無事の帰りを祈り、
気にかけてくれる人の温かさ。過去と未来が静かに結ばれ、
ありふれた日々が一層輝いて見える。「今を生きること」の意
味と、その喜びを、改めてかみしめた旅であった。（H.F）

あとがき

　岡山県養豚振興協会では、今年度、生産者の皆さまが丹精込めて育てた県産豚肉の価値向上や
広報活動に重点的に取り組んでいます。「県産豚肉試食会・意見交換会」（7/16開催）では、県内6農
場の豚肉を囲み、今後のPR戦略等について活発な意見交換を行いました。また、全農岡山県本部主
催の「食の学校2025」（8/6・8開催）や、「宇野港フランスフェスティバル」（8/30・31開催）では、消費者
の声を直接お伺いしながら、県産豚肉をPRしました。これらの活動はメディアへも発信し、認知度向上
を図っています。今後の養豚経営には、日々 の生産努力に加え、消費者から選ばれるためのブランド構
築や販路拡大がますます重要になっています。下半期もイベント出展や消費者視点を踏まえた豚肉流
通に関する研修会を通じ、その強化に努めてまいります。

ホ ッ ト ニ ュ ー ス
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農事組合法人伍協牧場（肉用牛）

〔県民局だより〕
　酪農家が手がけるジェラート・チーズを
　食べに行こう！
　　　備中県民局畜産第一班 22

〔共済フレッシュさん〕
　獣医師になって三年終えて
　　　備中家畜診療所備北出張所
　　　　　　　　　　新里　実子 24

〔畜産現場の声〕
　一貫経営で挑む持続可能な牛づくりの道
　　　農事組合法人伍協牧場 25

〔就任のご挨拶〕
　　　（一社）岡山県畜産協会　
　　　代表理事会長　中塚　陽二郞 1

〔酪農・肉用牛施策〕
　岡山県の酪農・肉用牛振興施策について
　　　岡山県農林水産部畜産課 2

〔特集〕
　岡山県内酪農及び肉用牛繁殖経営の収益動向
　　　（一社）岡山県畜産協会　経営支援部 7

〔技術のページ〕
　乳牛の暑熱対策
　～夏季の繁殖成績を落とさないために～
　　　畜産研究所　酪農研究グループ 20

残暑お見舞い
申し上げます

会 長　藤原　雅人

安全・安心な肉用牛・肉豚・鶏卵の生産農場

岡山JA畜産グループ

残暑お見舞い申し上げます

新見市哲多町田淵１６２６番地の１

岡山JA畜産株式会社 代表取締役 梶田　謙二

新見市哲多町田淵１６２６番地１

有限会社 哲多和牛牧場 代表取締役 谷田　　宏

畜産


